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近代建築運動と社会主義
―そのアメリカ合衆国における

一展開について―



第一次世界大戦後の1920年代に確立をみた近代建築運動は、

建築デザインにおける革新運動であっただけでなく、その社会改

革への志向において、社会主義のような当時の政治思想とも密

接な関わりを有していた。ロシア革命によって誕生したソヴィエト連

邦や、ドイツ革命を経て創設されたドイツ・ヴァイマール共和国にお

いて顕著であったこうした動向はしかし、1930年代以降、運動の

中心が英米圏へと移行するにつれ希薄化していったと考えられて

いる。本発表ではこうした見方に対し、1930年代のアメリカにおけ

る事例の検証を通じて、近代建築運動の展開、とりわけその政治

的側面についての新たな視点を提示することを目的とする。
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